
近
世
琉
球
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
て

尚
育
王
と
尚
泰
王
の
即
位
を
中
心
に

麻

生

伸

一

は

じ

め

に

近
世
琉
球

(

一
六
〇
九
〜
一
八
七
九
年)

に
お
け
る
新
国
王
の
就
任
に
は
、
日
中
か
ら
の
承
認
が
必
要
で
あ
っ
た
。
琉
球
国
王
の
王
位

継
承
プ
ロ
セ
ス
を
略
記
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
琉
球
国
王
が
逝
去
す
る
と
、
中
城

な
か
ぐ
す
く

王
子

お
う

じ

へ
の
王
位
継
承
を
薩
摩
藩
へ
要
請
す
る
。
こ
れ
を
受
け
た
薩
摩
藩
は
江
戸
幕
府
か

ら
の
許
可
を
得
て
、
琉
球
側
へ
そ
の
旨
を
通
達
す
る
。
そ
の
後
、
即
位
儀
礼
が
執
り
行
わ
れ
、
新
国
王
は
薩
摩
藩
主
へ
起
請
文
の
提
出

を
行
い
、
謝
礼
の
た
め
の
使
者
を
江
戸
へ
派
遣
す
る

(
江
戸
立)

。
一
方
、
中
国
側
に
対
し
て
は
、
国
王
の
逝
去
報
告
を
行
い

(

報
喪)

、

新
国
王
の
冊
封
が
要
請
さ
れ
る

(

請
封)

。
そ
の
後
、
琉
球
に
派
遣
さ
れ
た
冊
封
使
に
よ
っ
て

｢

琉
球
国
中
山
王｣

に
叙
任
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
王
位
継
承
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
か
ら
、
王
号

(｢

琉
球
國
王｣

｢

琉
球
國
中
山
王｣)

の
使
用
に
つ
い
て
も
複
雑
な
状
況

が
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
琉
球
国
王
は
冊
封
ま
で
は
中
国
に
対
し
て

｢

中
山
王｣

を
自
称
す
る
こ
と
は
で
き
ず
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｢
琉
球
國
中
山
王
世
子

(

世
孫)｣

と
名
乗
っ
て
お
り
、
厳
格
な
王
号
使
用
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
他
方
、
琉
球
国
内
、
ま
た
は
日
本
と

の
間
で
は
、
中
国
側
に
秘
匿
し
な
が
ら
も
冊
封
以
前
に
す
で
に

｢

琉
球
國
王｣

号
、｢

中
山
王｣

号
を
使
用
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
琉
球
の
王
位
継
承
や
そ
れ
に
伴
う
王
号
呼
称
の
問
題
は
対
外
関
係
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
え
る
が
、
中
国

側
へ
の
請
封
の
時
期
を
決
定
す
る
の
は
琉
球
側
で
あ
る
こ
と
、
幕
藩
制
国
家
は
王
位
継
承
に
介
入
は
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
琉
球
側

の
推
戴
す
る
人
物
を
否
定
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
琉
球
の
王
位
継
承
権
は
一
定
の
主
体
性
も
保
持
し
て
い
た

(

１)

。

そ
れ
で
は
外
的
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
主
体
性
を
保
持
し
て
い
た
琉
球
国
王
の
権
威
は
、
い
か
に
し
て
継
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
琉
球
国
王
の
王
位
継
承
を
め
ぐ
る
外
的
要
因
・
影
響
に
関
す
る
分
析
は
多
く
見
ら
れ
た
が

(

２)

、
国
内
に
お
け
る
王
位

継
承
の
詳
細
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

幸
い
な
こ
と
に
二
〇
〇
九
年
に

｢

尚
家
文
書｣

(

那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵)

が
公
開
さ
れ
た
。
本
史
料
群
に
は
、
近
世
か
ら
近
代
に

か
け
て
豊
富
な
情
報
が
集
積
さ
れ
て
お
り
、
王
位
継
承
に
関
す
る
分
析
も
可
能
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
国
内
外
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
王
位
と
国
王
権
威
の
継
承
の
具
体
像
に
つ
い
て
、
尚�
王

(

一
七
八
七
〜
一
八
三
四
年)

か
ら
尚
育
王

(

一
八
一
三
〜
四
七
年)

へ
の
譲
位
、
尚
育
王
の
逝
去
に
伴
う
尚
泰
王

(

一
八
四
三
〜
一
九
〇
一
年)

の
即
位
を
事
例
と
し
て

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
本
稿
で
は

｢

尚
家
文
書｣

に
含
ま
れ
る
関
連
史
料
の
分
析
を
行
い
つ
つ
、
即
位
儀
礼
を
中
心
に
検
討
・
考
察
す

る
。
儀
礼
を
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
国
内
に
お
け
る
王
位
継
承
の
有
り
様
と
、
そ
の
理
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。
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第
一
章

尚
育
の
即
位
と
対
外
関
係

第
一
節

尚
育
の
即
位
許
可
ま
で

琉
球
国
王
と
な
る
う
え
で
、
い
く
つ
か
踏
ま
え
る
べ
き
段
階
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
が
中
城
王
子
へ
の
就
任
で
あ
る
。
中
城
王
子
は

い
わ
ゆ
る

｢

太
子

(

３)｣
(

世
子)

で
あ
り
、
次
期
国
王
と
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
近
世
期
に
王
世
子
を
中
城
王
子
と
称
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
乾
隆
一
六

(
一
七
五
一)

年
で

(

４)

あ
る
た
め
、
当
然
な
が
ら
本
稿
が
対
象
と
す
る
王
国
末
期
に
は
世
子
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

尚
育
が
中
城
王
子
に
就
任
す
る
道
光
七

(

一
八
二
七)

年
、
尚�
王
は
病
気
を
理
由
に
自
身
の
隠
居
と
尚
育
へ
の
王
位
継
承
を
薩
摩

側
へ
要
請
し
た
。
し
か
し
、
薩
摩
藩
は
以
前
、
琉
球
国
王
の
隠
居
を

倦
厭
し
て
お
り

(

５)

、
今
回
も
、
藩
主
が
判
断
を
考
慮
す
る
間
、
尚�
王

は
養
生
し
、
尚
育
は
名
代
と
し
て
政
務
を
執
る
よ
う
指
示
し
、
即
決

は
避
け
て
い
る

(

６)

。

と
こ
ろ
が
、
お
よ
そ
三
ヶ
月
後
、
一
転
し
て
隠
居
・
相
続
の
許
可

が
出
さ
れ
た
。
そ
の
許
可
状
に
は
、
薩
摩
藩
主
で
あ
る
島
津
斉
興
の

｢
思
召｣

が
あ
り
、
隠
居
・
相
続
を
許
可
す
る
の
で
国
中
の
仕
置
に

念
を
入
れ
よ
と
あ
る

(

７)

。[

表
一]

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
隠
居
の
許

可
保
留
、
許
可
の
前
後
に
尚
育
は
中
城
王
子
へ
就
任
し
、
ま
た
元
服

近
世
琉
球
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
て
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[

表
一]

道
光
七
年
の
王
位
継
承
関
係
年
表

月

日

事

項

五
月
一
九
日

尚
育
、
中
城
王
子
襲
職

七
月
一
日

隠
居
要
請
使
者
の
義
村
王
子
、
薩
摩
到
着

八
月

薩
摩
、
尚
育
を
名
代
に
と
回
答(

隠
居
不
許
可)

九
月
一
二
日

義
村
王
子
、
那
覇
帰
着

一
一
月
二
日

元
服
儀
礼
日
程
決
定

一
一
月
七
日

尚
育
、
簪
・
冠

(

八
巻)

着
用
初
日

一
一
月
九
日

隠
居
・
相
続
の
許
可

(

於
鹿
児
島)

一
一
月
一
六
日

御
印
御
名
決
定

(

尚
育)

一
一
月
一
九
日

尚
育
元
服
儀
礼

＊

『

中
城
王
子
尚
育
様
御
元
服
日
記』

よ
り
作
成
。



を
果
た
し
て
い
る
。
中
城
王
子
が
次
期
国
王
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
王
子
就
任
と
元
服
は
尚
育
が
次
期
国
王
と
し
て
正
当
性

を
得
る
た
め
の
方
法
で
あ
り
、
薩
摩
側
か
ら
許
可
を
得
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
王
子
就
任
と
元
服
は

王
位
継
承
の
ひ
と
つ
の
段
階
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
元
服
儀
礼
か
ら
王
位
継
承
の
実
態
を
み
て
い
き
た
い
。
尚
育
の
元
服
諸
儀
礼
を
概
観
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る

(

８)

。

ま
ず
、
尚
育
が
元
服
し
、
地
頭
所
と
知
行
を
拝
領
す
る
こ
と
、
元
服
後
に
着
用
す
る
新
た
な
簪
と
冠

(

八
巻)

を
拝
領
す
る
こ
と
、

そ
の
製
作
を
開
始
す
る
こ
と
の
三
件
が
、
道
光
七
年
一
一
月
七
日
に
言
上
さ
れ
許
可
さ
れ
た

(

９)

。
同
一
九
日
に
は
、
元
服
儀
礼
が
執
り
行

わ
れ
、
三
司
官
の
池
城

い
け
ぐ
す
く
親
方
が
理
髪
を
担
当
し
、｢

片
髪

か
た
か
し
ら｣

(

欹
髪)

が
結
わ
れ
、
同
月
二
四
日
に
先
王
・
先
王
妃
へ
の
告
祭
が
行
わ
れ

て
い
る
。
儀
礼
へ
の
参
列
者
は
限
定
さ
れ
た
が
、
参
列
し
な
か
っ
た
者
は
、
一
一
月
一
九
日
以
降
、
登
城
の
上
、
尚
育
や
尚�
王
、
佐さ

敷し
き

按
司

(

尚
育
生
母)

、
野
嵩

の

だ

け

按
司

(

尚
育
妃)
な
ど
へ
祝
儀
を
述
べ
て
お
り
、
各
間
切
か
ら
は
進
上
物
が
呈
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、｢

中
城
王
子
樣
御
元
服�
御
地
頭�
・
御
知
行
高
御
拜
領
御
日

(�)｣
と
あ
る
よ
う
に
、
一
一
月
一
九
日
は
中
城
間
切
を
地
頭
所

と
し
、
知
行
を
拝
領
す
る
日
で
も
あ
っ
た
。
中
城
王
子
へ
の
就
任
を
機
に
領
地
や
知
行
を
拝
領
し
た
の
で
は
な
く
、
元
服
を
機
に
拝
領

し
た
の
で
あ
る
。
告
祭
で
は
、
先
王
お
よ
び
先
王
妃
に
対
し
て
祝
文
が
捧
げ
ら
れ
が

(�)
、
そ
の
な
か
に

｢

擇
び
て
五
月
十
九
日
に
お
い
て

長
子
育
を
立
て
て
世
子
と
爲
す

(�)｣
と
あ
る
。
尚
育
が
元
服
時
に
世
子
と
な
っ
た
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
元
服
時
に
は

｢

中
城
王
子
樣
、
太
子
樣
被
爲
成
候
付
、
圓
覺

え
ん
か
く

寺じ

・
天
王
寺
御�
位
樣
江
來
廿
四
日
三
司
官
御
使
を
以
御
告
祭
可
有
御
座
事

(�)｣

と
い
う

認
識
が
王
府
官
僚
層
に
共
有
さ
れ
て
い
た
。
尚
育
の
場
合
、
中
城
王
子
へ
の
就
任
時
に
世
子
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
表
明
は
元
服
時

で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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二
五
日
に
は
尚
育
自
身
が
三
ヶ
寺

(

円
覚
寺
・
天
王
寺
・
天
界
寺)

を
参
詣
す
る
規
式
が
催
さ
れ
た
。
詳
細
は
不
明
な
た
め
こ
こ
で
は

省
略
す
る
が
、
お
そ
ら
く
尚
育
本
人
が
三
ヶ
寺
を
廻
り
、
自
身
の
元
服
を
表
明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
中
城
王
子
は
鹿
児
島
へ
上
国
し
薩
摩
藩
主
と
面
会
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
次
期
国
王
と
な
る
儀
礼
の
ひ
と
つ
で
、
薩

摩
藩
は
、
自
ら
の
威
光
を
琉
球
側
に
示
し
、
薩
摩
と
の
関
係
を
再
認
識
さ
せ
る
儀
礼
と
認
識
し
て
い
た

(�)

。
尚
育
の
場
合
、
中
城
王
子
就

任
か
ら
即
位
ま
で
の
期
間
が
短
か
っ
た
た
め
上
国
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
も
尚
敬

(

一
七
〇
〇
〜
五
二
年)

、
尚
穆

(

一
七
三
九
〜

九
四
年)

は
幼
年
に
即
位
し
た
た
め
、
続
く
尚
温

(

一
七
八
四
〜
一
八
〇
二
年)

、
尚
成

(

一
八
〇
〇
〜
一
八
〇
三
年)

、
尚�
も
上
国
を
待
た

ず
即
位
し
た
た
め
上
国
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
尚
育
長
男
の
尚
濬

(

早
世)

、
尚
泰
も
免
除
さ
れ
た

(�)

。
中
城
王
子
上
国
の
意
義
は
琉

薩
と
も
に
共
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
必
然
性
は
低
下
し
て
い
た
の
で
あ
る

(�)
。

第
二
節

清
朝
対
策

と
こ
ろ
で
、
王
府
で
は
薩
摩
側
か
ら
許
可
さ
れ
る
前
後
に
清
朝
側
へ
尚�
の
隠
居
を
報
告
す
べ
き
か
を
検
討
し
て
い
た
。

は
じ
め
に
王
府
行
政
の
中
枢
機
関
で
あ
る
表
十
五
人
衆
は
、
清
朝
へ
送
る
公
文
書
作
成
や
通
訳
、
暦
官
な
ど
を
職
掌
と
し
た
久
米
く

め

村む
ら

方ほ
う

に
そ
の
案
件
を
検
討
さ
せ
て
い
る

(�)
。
久
米
村
方
か
ら
は
二
つ
の
見
解
が
提
示
さ
れ

(�)
、
そ
の
報
告
を
受
け
た
表
十
五
人
衆
は
、
討
議
を

加
え
、
結
論
と
し
て
清
側
へ
の
報
告
・
要
請
は
し
な
い
方
針
が
推
奨
さ
れ
る
と
摂
政
・
三
司
官
に
報
告
し
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り

で
あ
る

(�)

。

第
一
に
、
中
国
で
は
天
子
が
隠
居
、
あ
る
い
は
病
気
に
よ
り
世
子
を
名
代
と
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、｢

諸
侯｣

に
は
そ
の
例
が
な
い

近
世
琉
球
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
て
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こ
と
。
ま
た
、｢

諸
外
国｣

も
隠
居
の
先
例
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、｢

諸
侯
之
分
格｣

に
従
い
清
朝
へ
は
報
告
し
な
か
っ
た
た
め
記
録
は
残
っ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
各
国
・
諸
侯
の
対
応
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
で
あ
る
。

第
二
に
、
前
例
に
な
い
摂
位
を
要
請
す
る
と
、
検
討
事
案
と
な
る
は
ず
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
勅
許
が
下
さ
れ
て
冊
封

(

領
封)

が

命
じ
ら
れ
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
隠
居
・
相
続
の
報
告
が
請
封
と
解
釈
さ
れ
、
領
封
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
領
封
を
回
避
す
る
た
め
に
報
告
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
で
あ
る
。

領
封
と
は
、
中
山
王
任
命
の
勅
書
を
北
京
や
福
州
な
ど
で
手
交
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
皇
帝
の
使
者

(

冊
封
使)

を
琉
球
に
派

遣
し
て
勅
書
を
下
す
頒
封
と
は
異
な
る
任
命
方
法
で
あ
る

(�)
。
琉
球
は
薩
摩
藩
を
牽
制
す
る
た
め
に
も
頒
封
に
固
執
し
て
お
り
、
清
朝
と

の
関
係
が
希
薄
と
な
っ
た
と
印
象
づ
け
る
領
封
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

(�)
。

第
三
に
、
尚�
は
い
ま
だ
壮
年
で
あ
っ
た
た
め
、
政
務
を
厭
っ
て
い
る
か
ら
摂
位
を
要
請
し
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
問
題
と
な
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
清
朝
と
の
外
交
摩
擦
を
回
避
す
る
と
い
う
目
的
が
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
通
り
尚�
の
名
義
で
表
文
・
奏
本
を
提
出
し
て
も
清
朝
側
は
不
審
が
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
し
、
も
し
隠
居

が
露
見
し
、
清
朝
の
官
人
衆
に
追
及
さ
れ
た
と
し
て
も
、
尚�
の
病
気
を
理
由
に
摂
位
し
た
と
弁
明
す
る
と
良
い
と
も
述
べ
て
い
る
。

隠
居
・
相
続
が
発
覚
し
た
こ
と
も
想
定
し
た
上
で
、
報
告
し
な
い
と
の
案
が
提
示
さ
れ
、
道
光
八

(

一
八
二
八)

年
の
譲
位
を
摂
位
と

言
い
換
え
る
こ
と
で
、
清
朝
と
の
外
交
問
題
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
琉
球
の
王
位
継
承
は
清
朝
へ
義
務
的
に
、
あ
る
い
は
無
自
覚
に
要
請
・
報
告
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
外
交
戦
略

の
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
近
世
日
本
と
の
関
係
が
清
朝
と
の
関
係
に
は
必
ず
し
も
影
響
し
な
い
と
す
る
結
論
を
得
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た
こ
と
も
興
味
深
い
。
日
本
関
係
で
は
尚
育
王
、
清
朝
関
係
で
は
尚�
王
と
い
う
外
交
上
の
齟
齬
を
避
け
る
の
で
は
な
く
、
清
朝
と
問

題
と
な
ら
な
い
方
策
が
企
図
さ
れ
た
こ
と
は
、
対
日
外
交
政
策
と
対
清
外
交
政
策
を
必
ず
し
も
一
致
さ
せ
な
い
こ
と
が
琉
球
の
外
交
戦

略
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

(�)
。

第
三
節

尚
育
の
三
度
の

｢

即
位｣

と
史
料
編
纂

こ
の
よ
う
な
琉
球
の
外
交
ス
タ
ン
ス
は
、
史
書
に
も
反
映
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
尚
育
は
三
度
王
位
に
就
い
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る

([

表
二])

。

一
度
目
は
道
光
八
年
で
あ
る
。
こ
の
王
位
継
承
に
関
し
て

『

中
山
世
譜』

(

以
下
、『

世
譜』

と
略
記
す
る)

で
は
尚�
王
が
病
気
の
た

め
、
世
子
尚
育
が

｢

攝
位｣

し
た
と
あ
り
(�)
、『
中
山
世
譜』

附
巻

(

以
下
、『

附
巻』

と
略
記
す
る)

で
は
尚�
王
が

｢

歸
政｣

し
た
た
め
、

世
子
尚
育
が

｢�
位｣

し
た
と
あ
る

(�)

。
尚�
か
ら
尚
育
へ
と

政
治
権
力
の
主
体
が
移
行
し
た
こ
と
は
同
じ
だ
が
、｢

攝
位｣

と

｢�
位｣

で
は
王
位
を
継
承
し
た
か
に
つ
い
て
の
解
釈
が

異
な
る
。

二
度
目
は
道
光
一
五

(

一
八
三
五)

年
で
あ
る
。
こ
こ
で

『
世
譜』

は
、
同
一
四
年
の
尚�
の
死
亡
と
翌
年
の
尚
育
の

｢�
位｣
を
記
載
す
る
が

(�)
、『

附
巻』

は
尚�
の
死
亡
の
み
を

近
世
琉
球
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
て
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[

表
二]

『

中
山
世
譜』

の
尚�
の
隠
居
と
尚
育
の
即
位
時
期
『

中
山
世
譜』

『
中
山
世
譜』

附
巻

尚�
尚
育

尚�
尚
育

道
光
七

(

一
八
二
七)

年

―

称
中
城
王
子

稟
報
帰
政

―

道
光
八

(

一
八
二
八)

年

染
病

摂
位

帰
政

即
位

道
光
一
四

(

一
八
三
四)

年

薨

―

薨

―

道
光
一
五

(

一
八
三
五)

年

―

即
位

―

―

道
光
一
八

(

一
八
三
八)

年

―

為
中
山
王

―

―

＊

『

中
山
世
譜』

、『

中
山
世
譜』

附
巻
よ
り
作
成
。



記
載
し
て
い
る
。

三
度
目
の
王
位
継
承
で
あ
る
道
光
一
八

(

一
八
三
八)

年
に
つ
い
て

『

世
譜』

は

｢

中
山
王
と
爲
る｣

と
し
て
い
る

(�)

。｢

中
山
王
と
爲

る｣

と
は
清
朝
か
ら
冊
封
を
受
け
た
こ
と
を
指
す
。｢�
位｣

と
冊
封
を
区
別
し
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い

(�)

。

こ
の
よ
う
に

『
世
譜』

と

『

附
巻』

と
で
は
尚
育
が

｢

王｣

と
な
る
時
期
が
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、『

世
譜』

は
道
光
八
年

に
尚
育
が
王
位
を
代
行
し

(�)
、
同
一
五
年
に
即
位
し
、
同
一
八
年
の
冊
封
に
よ
っ
て

｢

中
山
王｣

と
な
っ
た
と
す
る
。
一
方
、『

附
巻』

は
道
光
八
年
に
即
位
し
て

｢
中
山
王｣

を
自
称
し
な
が
ら
も
、
道
光
一
八
年
に
冊
封
を
受
け
た
と
す
る
。
ま
た
、『

球
陽

(�)』

も
、｢

此
の

年

(

道
光
八
年)

、
世
子�
育
、
位
を
攝
す

(�)｣
、｢
(

尚
育
王)�
位
元
年

大��
光
拾
五
年
乙
未

(�)｣

、
あ
る
い
は

｢
(

道
光
一
八
年)

本
年

五
月
、
册
封
欽
命
正
副
使
、
本
國
に
按
臨
す

(�)｣
と
あ
る
よ
う
に

『

世
譜』

の
編
集
方
針
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
道
光
八
年
の
記
述
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、清
朝
へ
の
表
明
内
容
に
留
意
し
た

『

世
譜』

と

『

球
陽』

、
日
本
と
の
関
係
も
考
慮
し
た

『

附
巻』

と
い
う
構
図
が

見
え
て
こ
よ
う

(�)
。

こ
の
背
景
に
は
、
尚�
の
隠
居
を
あ
え
て
清
朝
へ
は
報
告
せ
ず
、
露
見
し
た
場
合
に
は

｢

攝
位｣

と
説
明
し
よ
う
と
し
た
琉
球
側
の

姿
勢
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
頃
に
編
纂
さ
れ
た
薩
摩
側
の
史
料
に
は

｢(

文
政)

十
一
年

(

略)

是���
位
ヲ
世
子
ニ
讓
ル

(

略)

�
藩
記�
書
按
ス
ル
ニ
舊
例
國
王
ノ
繼
承
必
ス
卒
後
ニ
至
リ
テ
之
ヲ�
國
ニ
報
ス｣

、｢

中
山
世�
・
球
陽
等
ノ
書
ハ�
國
申
報
ヲ
以
テ

主
ト
ス
、
故
ニ
讓
位
ノ
事
ヲ
載
セ
ス

(�)｣
と
あ
る
。
一
連
の
状
況
を
同
時
期
の
薩
摩
が
い
か
に
理
解
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
史
料
か

ら
薩
摩
側
は
、
報
告
時
期
の
み
を
問
題
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。｢�
位｣

｢

攝
位｣

を
使
い
分
け
た
背
景
に
領
封
・
頒
封
問
題

が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
清
朝
対
策
で
あ
っ
た
と
と
も
に
日
本
対
策
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
薩
摩
側
は
認
知
し
て
い
な
い
こ
と
が
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分
か
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
く
ま
で
尚�
が
存
命
中
に
は
尚
育
は
即
位
し
な
い
こ
と
が

｢�
侯
之
分
格｣

で
あ
る
と
す
る
琉
球
の
政

治
的
判
断
が
そ
の
ま
ま
史
書
の
記
載
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
節

国
内
に
お
け
る
即
位
時
期
の
認
識

｢

今

(

三)

月
十
八
日
午
之
刻
被�
御�
位
候
事

(�)｣
と
琉
球
国
内
に
通
知
さ
れ
た
よ
う
に
、
尚
育
の
即
位
日
は
道
光
八
年
三
月
一
八

日
正
午
頃
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
日
時
を
も
っ
て
尚
育
は

｢�
位｣

し
た
と
国
内
で
は
認
識
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
即
位
儀
礼
の
前
日
、
円
覚
寺
と
天
王
寺
で
行
わ
れ
た
先
王
・
先
王
妃
へ
の
告
祭
で
は
、｢

育
、�
ん
で
擇
び
て
本
月
十
有

八
日
良
辰
に
お
い
て��
み
て
慈
命
を
承
け
、
勉
め
て
王
が
職
を
攝
す

(�)｣
と
い
う
告
文
が
呈
さ
れ
て
お
り
、
三
月
一
八
日
の
即
位
儀
礼
当

日
に
も
、｢

攝
位
の
命
を
受
け
、
権か

り
に
國
事
を
管
す
る
こ
と
を
慶
賀
す

(�)｣
と
い
う
一
文
の
付
さ
れ
た
祝
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
尚

�
が
存
命
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
が
、
三
月
一
八
日
は
、
先
王
等
に
対
し
て
は

｢

攝
位｣

の
日
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

道
光
八
年
の
王
位
継
承
に
は
、
即
位
と
摂
位
と
い
う
両
義
的
な
意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
記
載
の
混
乱
は
士
族
の
家
譜
に
も
現
れ
る
。
家
譜
に
は
功
績
や
業
績
、
職
歴
な
ど
を
列
記
す
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
は

王
代
に
よ
っ
て
分
記
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
島
の
士
族

(

首
里
、
那
覇
、
久
米
村
、
泊
村)

の
家
譜
に
拠
る
と

｢�
育
王
代｣

は
ほ
ぼ
道
光

一
五
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り

(�)
、
前
国
王

(

尚�)
の
死
去
を
契
機
と
し
て
尚
育
王
代
の
開
始
と
み
な
し
て
い
る

(�)
。

と
こ
ろ
が
、
両
先
島

(

宮
古
島
・
八
重
山
島)

の
士
族
の
家
譜
の
場
合
は
、
道
光
八
年
を
契
機
と
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

(�)

。
家

譜
か
ら
い
え
ば
、
沖
縄
島
の
士
族
は
尚�
王
の
死
去
に
伴
う
尚
育
王
の
即
位
を
、
宮
古
・
八
重
山
の
士
族
は
摂
位
を
も
っ
て
尚
育
王
代

近
世
琉
球
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
て
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と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
差
異
は
、
国
王
と
の
主
従
関
係
の
刷
新

(

更
新)

の
時
期
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
関
わ
る
。
家
譜
の
唐
人

へ
の
披
見
は
基
本
的
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
琉
清
関
係
に
配
慮
し
た
制
約
は
な
い
と
思
わ
れ
る
一
方
で

(�)

、
家
譜
の
作
成
は
王
府

機
関
の
系
図
座
が
管
轄
し
て
い
た
た
め
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
一
連
の
家
譜
に
み
る
王
代
意
識
は
、
士
族
層
が
い
か
に
主
従
関
係
や

王
位
継
承
を
理
解
し
て
い
た
か
を
推
察
す
る
指
標
と
な
ろ
う
。
家
譜
は
公
文
書
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
反
面

(�)

、
地
域
ご
と
の
統
一

性
は
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
沖
縄
島
の
士
族
と
両
先
島
の
士
族
と
で
は
国
王
と
の
主
従
関
係
成
立
の
機
を
異
な
っ
て
捉
え
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
尚
育
の

｢�
位｣
は
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
前
例
の
な
い
隠
居
に
伴
う
王
位
継
承

で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
琉
球
を
取
り
巻
く
対
外
関
係
や
琉
球
国
内
に
お
け
る
主
従
関
係
の
認
識
の
差

異
も
影
響
し
て
い
た
と
い
え
る
。

第
二
章

尚
育
・
尚
泰
の
即
位
儀
礼

第
一
節

即
位
諸
儀
礼
の
全
体
像
と
使
者
帰
国
に
伴
う
儀
礼

以
上
の
経
緯
か
ら
尚
育
は
道
光
八
年
に
国
内
向
け
、
日
本
向
け
に
は
王
位
を
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、
即
位
に
伴
う
諸
儀
礼
が
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
つ
づ
い
て
、
道
光
八
年
の
即
位
に
着
目
し
て
尚
育
の
即
位
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
は

『

尚
育
様
御
即
位
日
記』

に

沿
っ
て
一
連
の
儀
礼
を
即
位
諸
儀
礼
と
し
て
ま
と
め
て
み
る

(�)
。
道
光
八
年
に
挙
行
さ
れ
た
儀
礼
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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育
①
…
使
者
帰
国
に
伴
う
儀
礼

(

道
光
八
年
一
月
二
九
日)

育
②
…
許
可
書
お
披
露
目
儀
礼

(

同
年
二
月
二
七
日)

育
③
…
即
位
儀
礼

(

同
年
三
月
一
八
日)

育
①
は
与
那
原

よ

な

ば
る

親
方

(�)
の
那
覇
へ
の
帰
港
後
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、
使
者
の
与
那
原
を
は
じ
め
と
し
て
、
王
子
衆
・
三
司
官

(

池
城
親
方
・
座
喜
味

ざ

き

み

親
方)

・
御
物
ご

も
つ

奉
行

ぶ
ぎ
ょ
う

・
申
口

も
う
し
く
ち
・
吟
味
役
な
ど
で
あ
っ
た
。
摂
政
の
羽
地

は
ね

じ

王
子
は
病
気
の
た
め
不
参
加
で
、
主
役
の
中

城
王
子
尚
育
も
不
快
を
理
由
に
出
座
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
尚�
王
の
参
加
も
予
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
参
加
者
は
、

上
級
役
人
と
使
者
、
お
よ
び
彼
ら
の
側
近
の
み
で
あ
っ
た
。

式
次
第
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
与
那
原
親
方
が
与
力
を
伴
い
登
城
し
、
尚
育
に
ご
機
嫌
伺
い
を
行
う
。
そ
の
後
、
薩
摩
藩
家

老
か
ら
出
さ
れ
た

｢

御
家
老
衆
よ
り
之
御�
札

(�)｣
(

相
続
許
可
状)

が
内
々
に
尚
育
に
提
出
さ
れ
、
参
加
者
が
尚�
王
・
佐
敷
按
司
・

汀
間

て
ぃ

ま

按
司
・
尚
育
に
祝
儀
を
申
し
上
げ
る
。

そ
の
後
、
儀
礼
の
場
所
は
御
書
院
へ
と
移
さ
れ
る
。
尚
育
は

｢

不
快｣

の
た
め
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
与
那
原
親
方
な
ど
が
御
書
院

に
参
上
し
、
お
振
る
舞
い
が
供
さ
れ
た
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
与
那
原
は
退
去
、
続
い
て
御
書
院
奉
行
な
ど
が
参
上
し
、
王
子
衆
・
三
司

官
を
迎
え
入
れ
二
度
目
の
饗
食
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
育
①
は
使
者
を
労
い
、
高
官
と
情
報
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な

お
、
尚
育
へ

｢�々
｣

に
許
可
状
が
披
見
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

近
世
琉
球
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
て
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第
二
節

許
可
書
の
お
披
露
目
儀
礼

育
②
は
薩
摩
か
ら
到
来
し
た
相
続
許
可
状
の
披
露
儀
礼
で
あ
る
。
ま
ず
、
与
那
原
親
方
が
登
城
す
る
と
御
書
院
で
控
え
て
い
た
摂
政

以
下
の
役
人
が
出
迎
え
る
。
そ
の
後
、
与
那
原
到
着
が
尚
育
に
注
進
さ
れ
、
与
那
原
は
御
番
所
で
待
つ
。
摂
政
以
下
の
役
人
が
南
風
之

御
殿

(

南
殿)
に
入
り
、
三
司
官
の
要
請
を
受
け
た
尚
育
は
南
殿
の
御
勝
手
か
ら
出
御
し
、
役
人
は

｢

御
禮

ぐ

り

ー｣ (�)

を
し
て
迎
え
る
。

尚
育
の
出
座
に
続
い
て
、｢

御
口
上
書｣

(

相
続
申
請
書)

や
相
続
許
可
状
を
納
め
た
蒔
絵
文
箱
が
漆
塗
り
の
台
に
載
せ
ら
れ
尚
育
の

前
ま
で
運
ば
れ
る
。
運
ぶ
の
は
与
那
原
の
与
力
で
、
与
那
原
は
文
箱
の
う
し
ろ
に
控
え
る
。
文
箱
か
ら
出
さ
れ
た
御
口
上
書
は
御
前
で

開
け
ら
れ
、
尚
育
が
自
ら
取
り
出
し
拝
見
し
た
あ
と
三
司
官
に
渡
さ
れ
た
。
三
司
官
か
ら
御
右
筆
主
取
に
渡
さ
れ
た
許
可
状
は
御
勝
手

か
ら
出
さ
れ
る
。
与
那
原
は
尚
育
に

｢
御
禮｣

を
し
て
着
座
す
る
。

こ
の
よ
う
に
育
②
は
使
者
の
帰
国
、
登
城
を
再
現
す
る
儀
礼
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
許
可
状
が
薩
摩
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
役
人

層
に
視
覚
的
に
周
知
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、｢�々

｣

で
は
な
く
公
式
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

尚
育
へ
の

｢

御
口
上
書｣

な
ど
の
披
露
が
済
む
と
、
尚
育
か
ら
参
加
者
、
与
那
原
お
よ
び
与
那
原
の
与
力
へ
酒
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
尚
育
が
入
御
し
、
王
子
衆
・
御
書
院
奉
行
以
下
役
々
か
ら
尚
育
へ
祝
儀
が
申
し
出
さ
れ
た
。

次
に
儀
礼
の
場
は
御
書
院
に
移
さ
れ
る
。
ま
ず
は
御
書
院
奉
行
と
御
書
院
当
な
ど
が
伺
候
す
る
。
そ
の
後
、
尚
育
が
出
御
し
奉
行
な

ど
が
出
仕
、
続
い
て
王
子
衆
・
三
司
官

(

与
那
原
含
む)

・
御
物
奉
行
・
申
口
・
吟
味
役
が
出
座
す
る
。
そ
の
後
、
饗
応
が
行
わ
れ
、
そ

れ
が
終
わ
る
と
尚
育
が
入
御
す
る
。

育
②
の
終
盤
に
は
、
隠
居
・
相
続
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
那
覇
在
駐
の
薩
摩
役
人
で
あ
る
在
番
奉
行
へ
報
告
す
る
。
使
者
は
三
司
官
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の
座
喜
味
親
方
が
勤
め
、
報
告
後
は
奉
行
所
内
で
吸
物
や
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
。
形
式
上
、
在
番
奉
行
は
本
国
か
ら
国
王
の
隠
居
・
相

続
の
情
報
を
入
手
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
王
府
側
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
尚
育
が
参
加
し
た
こ
と
、
在
番
奉
行
を
巻
き
込
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
も
育
②
は
、
育
①
と
比
べ
大
規
模
で
あ
っ
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
事
前
に
尚�
王
の
隠
居
と
尚
育
へ
の
譲
位
の
情
報
は
諸
役
人
へ
通
達
さ
れ
て
い
た
が

(�)

、
尚
育
自
身
が

｢

御
口
上

書｣

な
ど
を
閲
覧
す
る
育
②
の
持
つ
意
味
は
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
育
②
に
不
参
加
の
王
子
衆
や
諸
役
人
は
、
二
月
二
八
日
か
ら
三
月
一
日
の
間
に
朝
衣
冠

(

正
装)

を
着
用
し
て
登
城
し

(�)

、
尚

育
お
よ
び
佐
敷
按
司
・
汀
間
按
司
へ
祝
儀
を
述
べ
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。
対
象
者
は
首
里
・
那
覇
・
久
米
村
・
泊
村
の
諸
士
族

を
は
じ
め
と
し
て
按
司
衆
、
王
子
衆
、
首
里
城
勤
務
の
諸
役
人
、
前
任
の
三
司
官
な
ど
多
岐
に
亘
る

(�)

。
育
②
は
あ
く
ま
で
許
可
状
の
披

露
、
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
祝
儀
で
あ
る
が
、
沖
縄
島
の
士
族
層
は
儀
礼
後
に
登
城
し
て
新
国
王
の
就
任
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
祝
賀

す
る
の
で
あ
る
。
琉
球
の
役
人
に
と
っ
て
育
②
は
新
国
王
の
即
位
を
意
識
・
体
感
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節

即
位
儀
礼

三
月
一
八
日
に
は
育
③
が
執
り
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
多
岐
に
及
ぶ
が
、
役
人
な
ど
で
は
上
級
役
人
の
王
子
衆
、
按
司
衆
、
三
司
官
、

三
司
官
座
敷
、
親
方
衆
を
は
じ
め
、
首
里
城
詰
め
の
役
人
で
あ
る
御
物
奉
行
、
申
口
、
吟
味
役
を
は
じ
め
、
士
族
層
で
あ
る

｢

首
里
・

那
覇
・
久
米
村
申
口
座
以
下
士
之
筑
登
之

ち
く
ど
ぅ
ん

座
敷��
花
當

は
な
あ
た
い
・
小
赤
頭

こ
あ
く
か
べ

・
親
見
世

お

や

み

せ

若
筆�
・
久
米
村
若
秀
才｣

、｢

御
城
御
番�
御
規
式
携

候�
哥
親
雲
上

ぺ

ー

ち

ん

御
書
院
下
代�｣
や
、｢

田
舎
よ
り�
座
敷�
さ
は
く
り
三
人
宛｣

と
い
っ
た
地
方
の
百
姓
身
分
の
者
も
呼
ば
れ
て
い

近
世
琉
球
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
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た
(�)

。
首
里
な
ど
都
市
部
の
士
族
の
場
合
、
二
月
一
〇
日
ま
で
に
参
加
人
数
の
名
簿
を
提
出
し
た
が
、
田
舎
住
ま
い
の
者
や
忌
み
日
な
ど

の
理
由
で
登
城
で
き
な
い
者
に
つ
い
て
は
注
記
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
お
り

(�)

、
士
族
層
は
基
本
的
に
全
員
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
公
務
な
ど
で
首
里
や
那
覇
に
滞
在
し
て
い
た
離
島
の
士
族
な
ど
の
出
席
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

王
族
で
は

｢
御
姉
う

み

妹
部

な
い

び�
同
座
敷
、
女
按
司
、
御
外
戚
御
從
御
伯
叔
母�
、
男
幼
少
之
方
右
同
斷
、
御
由�
方｣

が
参
加
し
た

(�)

。
こ

の
他
、
女
性
で
は
三
司
官
の
室
、
聞
得
大
君
御
殿
の

｢

脇
付｣

(

下
級
の
女
官)

、
三
平
等
の

｢

大
あ
む
し
ら
れ｣

や

｢

掟
之
あ
む｣

、
楚

辺
・
泉
崎
な
ど
の

｢

大
あ
む｣
、
久
米
村
の

｢

西
・
東
之
大
あ
む｣

な
ど
の
役
人
の
妻
や
神
女
、
佐
敷
御
殿
や
汀
間
御
殿
な
ど
諸
御
殿

の
女
性
役
人
や
尚�
の
乳
母
な
ど
も
参
加
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

即
位
当
日
の
儀
礼
は
、
位
階
昇
進
役
人
に
よ
る
国
王
へ
の
御
拝
み

は
い

、
国
王
が
北
殿
近
く
に
設
置
さ
れ
た
焼
香
台
か
ら
北
面
に
対
し
て
焼

香
し
、
唱
拝
な
ど
を
行
う
朝
之

ち
ょ
う
の

御
拝
み

は
い

、
正
殿
二
階
の
御
差
床

う

さ

す

か

に
出
御
し
た
尚
育
に
対
し
て
御
拝
す
る
唐
玻
豊
向
之
御
規
式

か

ら

は

ふ

む

き

の

お

き

し

き

、
諸
役
人
な

ど
に
よ
る
御
花
み

は
な

・
御
酒
の
献
上
、
尚
育
が
正
殿
一
階
の
下
庫
理

し
ち
ゃ
ぐ
い

に
出
御
し
て
御
酒
・
御
茶
を
振
る
舞
う
三
御
餝
之
御
規
式

み
つ
お
か
ざ
り
の
お
き
し
き

、
御
書
院
な

ど
で
の
饗
応
と
い
う
次
第
で
あ
っ
た

(�)
。

王
子
や
諸
間
切
・
諸
島
な
ど
か
ら
の
献
上
に
つ
い
て
、
は
じ
め
に
御
花
・
御
酒
・
御
甕
酒
の
目
録
が
提
出
さ
れ
尚
育
が
上
覧
し
た
あ

と
、
献
上
者
に
よ
る
四
つ
御
拝
が
行
わ
れ
、
献
上
さ
れ
た
酒
壺
や
甕
は
御
庭
の
両
側
に
並
べ
ら
れ
た
。
献
上
物
は
事
前
に
指
示
が
あ
り
、

王
子
・
按
司
衆
、
三
司
官
以
下
首
里
城
勤
務
者
、
那
覇
・
久
米
村
士
族
、
諸
間
切
・
諸
島
役
人
そ
れ
ぞ
れ
計
四
種
が
提
出
さ
れ
た
。
目

録
の
書
式
や
紙
は
元
日
の
献
上
と
同
様
に
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
、
献
上
さ
れ
た
酒
壺
や
甕
は
御
庭
の
両
側
に
並
べ
ら
れ
た

(�)

。

最
後
に
行
わ
れ
た
饗
応
は
身
分
や
役
職
に
よ
っ
て
振
る
舞
わ
れ
る
場
所
が
異
な
っ
て
お
り
、
按
司
・
親
方
や
首
里
城
勤
務
者

(

吟
味
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役
ま
で)

や
那
覇
里
主
な
ど
首
里
士
族
は
南
殿
、
申
口
座
以
下
の
首
里
城
勤
務
者
の
下
級
役
と
久
米
村
士
族
の
正
議

せ
い

ぎ

大
夫
た
い

ふ

や
長
史

ち
ゃ
ぐ
し

、
那

覇
士
族
の
御
物
城

お
も
の
ぐ
す
く

、
泊
士
族
の
泊
頭
取

と
ま
り
か
し
ら
ど
り

は
御
番
所
の
上
御
座
、
そ
れ
以
外
の
久
米
村
方
の
中
議

ち
ゅ
う
ぎ

大
夫

た
い

ふ

や
首
里
・
那
覇
の
中
下
級
士
族

は
北
殿
、
間
切
ま

ぎ
り

役
人
や
下
層
の
首
里
城
勤
務
役
人
は
君
誇

き
み
ほ
こ
り
が
設
定
さ
れ
て
い
る

(�)

。

第
四
節

尚
泰
の
即
位
儀
礼

次
に
尚
泰
の
即
位
関
係
儀
礼
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
大
ま
か
な
流
れ
は
尚
育
と
類
似
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
略
に

記
す
こ
と
と
す
る
。
諸
儀
礼
の
日
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

泰
①
…
使
者
帰
国
に
伴
う
儀
礼

(
道
光
二
八
年
四
月
九
〜
一
〇
日)

泰
②
…
許
可
書
お
披
露
目
儀
礼

(

道
光
二
八
年
四
月
二
七
日)

泰
③
…
即
位
儀
礼

(

道
光
二
八
年
五
月
八
日)

道
光
二
七

(

一
八
四
七)

年
九
月
一
七
日
、
即
位
要
請
の
使
者
に
摩
文
仁

ま

ぶ

に

按
司
が
任
じ
ら
れ
、
そ
の
後
、
薩
摩
藩
に
派
遣
さ
れ
た
。

琉
球
側
で
は
、
許
可
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
式
次
第
の
確
認
な
ど
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が

(�)

、
四
月
九
日
に
は
至
急
便
で

許
可
さ
れ
た
と
の
情
報
が
那
覇
に
も
た
ら
さ
れ
、
翌
一
〇
日
に
は
、
使
者
の
摩
文
仁
が
帰
国
し
た
。
育
①
に
相
当
す
る
儀
礼

(

泰
①)

は
、
九
、
一
〇
日
両
日
に
執
り
行
わ
れ
た
が
、
薩
摩
藩
で
の
疱
瘡
流
行
を
受
け
、
使
者
は
那
覇
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
り
、｢

御
使�

持
下
候
御
家
老
衆
よ
り
之
御�
札｣

(

許
可
状)

も
筆
写
し
て
尚
泰
に
披
見
し
て
い
る
。
育
①
で
は
使
者
が
登
城
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
っ

た
が
、
泰
①
で
は
使
者
の
登
城
は
見
送
ら
れ
た

(�)
。
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育
②
に
当
た
る
儀
礼
は
、
四
月
二
七
日
に
執
り
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、
摂
政
、
三
司
官
、
御
書
院
奉
行
、
御
物
奉
行
、
申
口
、
吟

味
役
、
王
子
衆
、
御
書
院
当
、
御
右
筆
主
取
で
、
育
②
と
同
様
、
許
可
状
を
持
ち
帰
っ
た
使
者

(

摩
文
仁
按
司)

を
出
迎
え
、
許
可
状

を
尚
泰
へ
披
露
し
、
使
者
と
と
も
に
饗
食
す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。
育
②
と
異
な
る
の
は
、
場
所
が
中
城
御
殿
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
尚
育
は
即
位
前
、
名
代
と
し
て
首
里
城
で
執
政
し
て
い
た
こ
と
か
ら
首
里
城
で
儀
礼
を
行
っ
た
が
、
本
来
は
中
城
御
殿
で
行
う

儀
礼
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

泰
③
は
即
位
儀
礼
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
王
族
、
由
緒
方
を
は
じ
め
、
三
司
官
な
ど
諸
役
人

(

首
里
城
を
は
じ
め
と
す
る
諸
座
・
諸
御

蔵
勤
務
者)

、
地
方
役
人

(

沖
縄
島
及
び
周
辺
離
島)

、
久
米
島
・
硫
黄
鳥
島
・
両
先
島
と
い
っ
た
島
々
の
役
人
で
首
里
・
那
覇
に
滞
在
中

の
者
、
女
官
、
神
女
、
神
社
や
寺
院
の
太
夫
・
祝
部
・
禅
家
・
聖
家
な
ど
で
あ
っ
た
。
育
③
と
の
大
き
な
違
い
は
、
国
王
の
中
城
御
殿

か
ら
首
里
城
へ
の
移
動
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
育
③
で
は
首
里
城
に
政
務
の
場
を
移
す
儀
礼
が
な
か
っ
た
が
、
尚
泰
の
即
位
儀
礼

(

泰

③)

に
お
い
て
こ
の
移
住
は
、
士
族
や
百
姓
に
視
覚
的
に
新
国
王
の
即
位
を
披
露
す
る
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

尚
泰
の
登
城
に
当
た
っ
て
は
、
迎
え
の
王
子
や
按
司
、
三
司
官
ら
が
中
城
御
殿
へ
赴
き
、｢

琉
り
ゅ
う

装
束

し
ょ
う
ぞ
く｣

を
着
用
し
た
尚
泰
が
行
列
で

首
里
城
に
向
か
っ
た
。
朝
六
つ
時
に
登
城
し
た
参
加
者
が
首
里
城
内
そ
れ
ぞ
れ
指
示
さ
れ
た
場
所
で
待
つ
な
か
、
四
つ
時
に
路
次
楽
な

ど
の
行
列
を
伴
い
尚
泰
が
登
城
す
る
。
尚
泰
入
城
後
は
、
基
本
的
に
育
③
と
同
様
で
、
位
階
昇
進
役
人
に
よ
る
御
拝
、
朝
之
御
拝
、
唐

玻
豊
向
之
規
式
、
諸
役
人
か
ら
の
献
上
、
三
御
餝
之
御
規
式
、
饗
応
と
と
も
に
、
子
之
方
御
規
式

ね

の

ほ

う

お

き

し

き(

北
方
遙
拝
儀
礼)

も
行
わ
れ
た
。

以
上
、
国
王
即
位
ま
で
の
経
緯
を
見
て
き
た
。
育
③
、
泰
③
と
い
う
即
位
儀
礼
そ
の
も
の
は
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
琉
球
側
と

し
て
は
、
許
可
状
の
到
来
か
ら
即
位
ま
で
の
一
連
の
儀
礼
を
通
し
て
、
新
国
王
の
即
位
を
国
内
に
認
知
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
と
思
わ
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れ
る
。
そ
れ
は
、『

尚
育
様
御
即
位
日
記』

、『

尚
泰
様
御
即
位
日
記』

と
い
う
表
題
の
史
料
に
こ
れ
ら
の
儀
礼
の
準
備
や
内
容
が
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

な
お
、
薩
摩
か
ら
の
許
可
状
の
披
露
が
即
位
儀
礼
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
点
か
ら
い
え
ば
、
薩
摩
藩
は
琉
球
国
王
の
王
位
を
保
証
す

る
存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
近
世
日
本
が
琉
球
国
王
の
選
択
権
に
介
入
し
て
い
た
と
み
な
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
薩
摩
藩
は
尚�
の
隠
居
に
慎
重
で
は
あ
っ
た
が
、
薩
摩
側
の
意
向
で
次
期
国
王
が
決
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と

は
第
一
章
で
み
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
薩
摩
か
ら
の
追
認
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
面
で
、
琉
球
の
王
位
継
承
は
近
世
日
本
の
影

響
を
受
け
て
い
た
と
い
え
る
が
、
基
本
的
に
薩
摩
藩
は
琉
球
側
の
推
戴
す
る
国
王
を
追
認
す
る
の
み
で
あ
っ
た
し
、
次
期
国
王
と
な
る

中
城
王
子
の
就
任
に
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し
な
か
っ
た
。

琉
球
の
国
王
権
威
が
近
世
日
本
の
権
力
・
権
威
に
ど
こ
ま
で
影
響
を
受
け
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
少
な
く
と
も
薩
摩
藩
の
許
可
状
披
露
儀
礼
が
国
王
即
位
儀
礼
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
三
章

王
位
継
承
の
諸
段
階

そ
れ
で
は
、
国
内
向
け
に
王
位
継
承
を
意
味
づ
け
て
い
た
の
は
ど
の
よ
う
な
事
項
・
事
象
で
あ
っ
た
か
、
実
際
に
国
王
と
し
て
の
権

威
性
を
継
承
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
国
王
権
威
の
継
承
の
諸
段
階
と
い
う
視
点
か
ら
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ

ク
を
挙
げ
て
考
え
て
み
た
い
。

近
世
琉
球
に
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け
る
王
位
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て
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第
一
節

唐
名
と

｢

上
様｣

呼
称

は
じ
め
に
注
目
す
る
の
は
唐
名
で
あ
る
。
国
王
に
は
い
く
つ
か
の
名
前
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
な
か
で
神
名
に
関
し
て
は
古
琉
球
か
ら
近
世
初
期
の
尚
豊
ま
で
の
国
王
に
付
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(�)

。
ま
た
、
国
王
は
他
の
士
族
と
異
な
り
い
わ
ゆ
る
名
乗
り

が
な
か
っ
た
た
め
、
尚
豊
の
息
子
で
あ
る
尚
賢
以
降
は
童
名
以
外
に
は
唐
名
し
か
個
人
を

識
別
す
る
呼
称
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
外
交
関
係
を
行
う
上
で
国
王
に
は
唐
名
が
必
要

で
あ
っ
た
た
め
、
唐
名
の
決
定
は
王
位
継
承
の
ひ
と
つ
の
段
階
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
唐
名
を
決
定
す
る
時
期
と
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

尚
育
の
場
合
、
中
城
王
子
へ
の
就
任
時
に

｢

唐
御
名｣

、
す
な
わ
ち

｢

育｣

が
付
け
ら

れ
た
。
元
服
儀
礼
に
先
立
つ
道
光
七
年
一
一
月
に

｢

御
印｣

が
作
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、

本
来

｢
唐
御
名｣

は
元
服
時
に
決
定
さ
れ
る
が
、
尚
育
は
す
で
に
五
月
の
段
階
で
決
め
ら

れ
た
と
注
記
さ
れ
て
い
る

(�)
。
な
お
、｢

御
印｣

と
は
国
王
印
の
ひ
と
つ
で
、
久
米
村
方
の

役
人
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
育
の
場
合
、｢

中
和｣

(

図
一)

、｢

育｣
(

花
押
、
図
二)

が
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
元
服
時
に
唐
名
を
付
け
た
と
思
わ
れ
る
が
、
外
交
文
書
な
ど
に
唐
名
を
記

す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
幼
年
に
て
即
位
し
た
尚
泰
は
、
尚
育
の
死
後

(

道
光
二
七
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年
九
月
一
七
日
死
去)

、
道
光
二
八
年
正
月
八
日
の
即
位
を
機
に
決
定
さ
れ
た

(�)

。
国
王
の
場
合
、
唐
名
を
付
け
る
こ
と
は
成
人
の
表
象
を

意
味
す
る
と
と
も
に
、
外
交
の
舞
台
へ
立
つ
要
件
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
育
②
が
行
わ
れ
た
二
月
二
七
日
に
は

｢

上
樣
被�
御
隱
居
候
付
、
國
中
ニ
而�
、
太
上
樣
与
奉
稱
候
樣
被
仰
付
被
下
度

旨
、
御
書
院
當
阿
波
根

あ

は

ご
ん

里
之
子

さ
と

ぬ

し

親
雲
上
御
取
次
、�
上
聞
相
濟
候
事

(�)｣

と
の
廻
文
が
出
さ
れ
た
。
琉
球
国
中
に
行
き
渡
る
に
は
時
間
が

か
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
日
よ
り
尚�
は

｢

上
樣｣

か
ら

｢

太
上
樣｣

と
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
変
更
に

伴
い
、
二
月
二
八
日
に
は
尚
育
も

｢

中
城
王
子
樣｣

か
ら

｢

上
樣｣

と
な
っ
て
い
る

(�)

。
称
号
の
面
か
ら
は
、
育
②
を
境
に
し
て
国
王
が

入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

尚
泰
の
場
合
は
、
唐
名
の
決
定
後
も
泰
③
ま
で
は

｢

中
城
王
子
樣｣

と
呼
称
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
た
が

(�)

、
厳
密
に
守
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
即
位
前
の

｢

上
樣｣
使
用
が
散
見
さ
れ
る

(�)
。
尚
育
と
異
な
り
、｢

上
樣｣

が
二
人
い
る
こ
と
に
よ
る
混
乱
は
想
定

さ
れ
な
い
た
め
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節

衣
裳
と
行
動
制
限

次
に
服
装
な
ど
を
み
て
い
き
た
い
が
、
尚
育
に
つ
い
て
は
関
係
史
料
の
残
存
が
少
な
い
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
主
に
尚
泰
の
事
例
を
中

心
に
取
り
上
げ
る
。

尚
泰
の
即
位
に
あ
た
り
国
王
の
表
象
と
も
い
え
る

｢

龍
御
簪｣

に
つ
い
て
は
、
泰
②
ま
で
に
制
作
す
る
よ
う
指
示
さ
れ

(�)

、
三
月
二
六

日
に
完
成
す
る
と
尚
泰
へ
呈
さ
れ
た

(�)
。
尚
育
の
際
に
は
、
元
服
か
ら
即
位
ま
で
の
期
間
が
短
か
い
こ
と
を
理
由
に
簪
の
新
造
を
見
合
わ
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せ
て
い
る

(�)
。

ま
た
、
尚
泰
の
服
装
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け

｢

唐
御
冠
服｣

を
着
用
す
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
は
表
十
五
人
衆
が
久
米
村
方
な
ど
に
諮

問
し
て
い
る
。
対
し
て
久
米
村
方
は
、
即
位
に
当
た
っ
て
冠
服
を
準
備
し
琉
装
束
の
時
に
は
大
帯
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

｢

子
之
方
御
規
式｣
で
は
冠
服
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
数
え
六
歳
の
尚
泰
が
儀
礼
に
参
列
す
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
、
名
代
を
立
て
る
べ
き
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
一
方
で
、
豊
平

と
よ
ひ
ら

親
方
ら
は
、
年
齢
を
考
慮
し
冠
服
の
着
用
は

控
え
、
琉
装
束
で

｢

子
之
方
御
規
式｣

も
勤
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
、
表
十
五
人
は
、
尚
穆

(

数
え
一
三
才
で
即
位)

、
尚
温

(

数
え
一
一
才
で
即
位)

が
冠
服
、
大
帯
を
着
用
し
た
前
例
を

ひ
き
な
が
ら
も
、
久
米
村
方
の
意
見
を
採
用
し
、
諸
儀
礼
は
し
ば
ら
く
名
代
が
行
い
、
衣
裳
に
つ
い
て
も
大
帯
の
み
準
備
す
べ
き
と
の

結
論
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
提
案
は
、
四
月
一
四
日
に
三
司
官
か
ら
尚
泰
に
上
申
さ
れ
、
結
果
と
し
て
冠
服
と
と
も
に
大
帯
の
着
用
も

し
ば
し
控
え
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た

(�)
。

こ
の
よ
う
に
、
衣
裳
の
調
製
に
関
し
て
、
王
府
役
人
は
尚
泰
の
行
動
制
限
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、｢

子
之
方
御

規
式｣

に
つ
い
て
、
尚
泰
自
身
が
執
り
行
う
べ
き
か
、
あ
る
い
は
名
代
を
立
て
る
べ
き
か
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
名
代
を
立
て
る
な

ら
ば
冠
服
を
仕
立
て
る
必
要
が
な
い
と
の
判
断
に
基
づ
く

(�)
。
結
果
、
名
代
を
三
司
官
が
勤
め
る
こ
と
と
な
り
、
尚
泰
の
服
装
も
琉
装
束

と
さ
れ
た
が

(�)

、
衣
裳
着
用
問
題
は
、
国
王
の
行
動
制
限
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
え
る
。

尚
泰
の
行
動
制
限
に
つ
い
て
、
即
位
ま
で
の
間
は
在
番
奉
行
所
へ
の
年
頭
使
や
節
供
の
使
者
派
遣
を
停
止
す
る
こ
と

(�)
、
端
午
の
儀
礼

を
中
止
す
る
こ
と
な
ど
も
見
ら
れ
る

(�)
。
即
位
ま
で
は
尚
泰
の
表
立
っ
た
行
動
は
控
え
る
と
い
う
も
の
で
、
即
位
を
よ
り
効
果
的
に
演
出
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す
る
た
め
の
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

尚
育
の
場
合
、
行
動
制
限
は
よ
り
顕
著
に
見
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は

｢

御�
位
之
當
日｣

、
す
な
わ
ち
育
③
で
は

｢

子
之
方
御
規
式｣

を
行
わ
な
い
こ
と
、
崇
元

そ
う
げ
ん

寺じ

へ
の
参
拝
と
孔
子
廟
へ
の
告
祭
を
延
期
と
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
崇
元
寺
へ
の
参
拝
、
孔
子
廟

へ
の
告
祭
と
と
も
に
、｢

辨
財
べ

ざ
い

天
堂
て
ん
ど
う

・
觀
音
堂�
御
宮
・
嶽
々
、
又�
邊�
・
今
歸
仁
・
知
念
・
玉
城
・
伊�
屋
島｣

へ
の

｢

御
立
願｣

、

｢

護
國
寺
三
十
座｣
に
お
け
る

｢

御�
念｣

も
延
期
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、｢

御
先
例｣

と
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る

よ
う
に

(�)
、
前
王
が
存
命
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
。

第
三
節

告
祭
と
願
文

尚
泰
即
位
に
関
し
て
の
告
祭
、
立
願
、
参
拝
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

即
位
儀
礼
前
日
の
五
月
七
日
に
は
、
円
覚
寺
、
天
王
寺
に
三
司
官
代
参
に
て
告
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
祝
文
が
捧
げ
ら
れ
、
五
月
八
日

に

｢�
位｣

す
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
国
家
の
安
定
を
祈
念
し
て
い
る

(�)
。

即
位
後
、
五
月
一
三
日
に
三
ヶ
寺

(

円
覚
寺
、
天
王
寺
、
天
界
寺)

、
一
五
日
に
崇
元
寺
、
一
八
日
に
弁
財
天
、
千
手
観
音
、
そ
の
ひ

や
ん
御
嶽
、
弁
之
御
嶽
、
七
社

(

波
之
上
権
現
、
沖
権
現
、
識
名
権
現
、
末
吉
権
現
、
普
天
間
権
現
、
天
久
権
現
、
八
幡
権
現)

な
ど
で
告
祭
、

立
願
、
参
拝
が
す
べ
て
代
参
で
行
わ
れ
た
。
同
日
、
琉
球
各
地
の
御
嶽

(

辺
戸
四
御
前
、
今
帰
仁
四
御
前
、
知
念
四
御
前
、
さ
や
は
御
前
、
久

高
九
御
前
、
玉
城
六
御
前
、
伊
平
屋
島
二
二
御
前

(�))
に
対
し
て
も
、
親
方
以
下
士
族
層
を
派
遣
し
て
御
願
書
と
御
花
包
み
を
捧
げ
さ
せ
て
い

る

(�)

。
こ
れ
ら
は
尚
泰
の
即
位
を
報
告
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
御
願
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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今
度�
泰
王
か
な
し
て
り
あ
か
り
め
し
よ
わ
ち
や
る
け
に
十
百
と
十
百
さ
ち
や
う
あ
る
や
う
思
こ
わ
御
す
て
も
の
ゝ
十
百
す
へ
の

御
か
ふ
う
嶋
國
の
作
物
の
た
め
唐
・
大
和
・
宮
古
・
八
重
山
島
々
の
船
々
う
わ
つ
き
や
ゝ
と
の
ふ
事
も
百
か
ふ
う
の
あ
る
や
に
御

守
め
し
よ
わ
ち
御
た
か
ひ
め
し
わ
れ
て
ゝ
御
た
か
へ
お
か
ミ
申
御�
物

(�)

、

以
下
、
御
花
包
み

(

供
物)

の
一
覧
が
続
く
が
、
要
す
る
に
こ
の
御
願
書
で
は
、
尚
泰
の
即
位
に
際
し
、
国
王
の
長
寿
と
王
族
の
息

災
、
五
穀
豊
穣
、
唐
・
大
和
・
宮
古
・
八
重
山
を
往
還
す
る
船
舶
の
航
海
安
全
な
ど
が
祈
願
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
百
人
御
物
参

も
も
そ
お
も
の
ま
い

り

と
酷
似
し
て
お
り

(�)
、
即
位
な
ら
で
は
の
願
文
で
は
な
い
が
、
各
地
に
王
府
官
僚
を
派
遣
す
る
こ
と
で
、
新
国
王
の
即
位
を
各
地
で
印
象

づ
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
衣
裳
の
製
作
と
と
も
に
儀
礼
時
の
参
加
手
段
、
宗
教
施
設
で
の
告
祭
な
ど
が
、
王
位
継
承
に
不
可
分
に
組
み
込

ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
表
舞
台
に
登
場
す
る
時
期
を
調
整
し
、
登
場
の
際
の
衣
裳
を
考
慮
し
、
名
代
で
仏
神
な

ど
に
祈
願
、
報
告
す
る
こ
と
は
、
効
果
的
に
新
王
の
登
場
を
演
出
し
、
即
位
を
士
族
や
百
姓
に
印
象
づ
け
、
ま
た
儀
礼
に
幅
広
く
参
与

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
と
王
と
の
結
び
つ
き
を
も
確
認
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

以
上
、
尚�
か
ら
尚
育
、
尚
育
か
ら
尚
泰
へ
王
位
が
継
承
さ
れ
る
状
況
に
迫
っ
て
み
た
。
即
位
お
よ
び
王
位
継
承
に
関
わ
る
諸
儀
礼

や
周
辺
の
問
題
に
つ
い
て
い
く
ら
か
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
と
く
に
確
認
し
た
い
の
は
、
国
王
権
威
が
収
斂
し
て
い
く
状

況
で
あ
る
。
育
③
、
泰
③
は
即
位
儀
礼
で
あ
る
た
め
王
位
継
承
の
重
要
な
日
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
日
を
も
っ
て
即
位
と
し
て
い
た
の
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で
は
な
い
。
前
後
に
行
わ
れ
た
諸
儀
礼

(

許
可
状
の
お
披
露
目
儀
礼
や
、
告
祭
な
ど
関
係
儀
礼)

も
王
位
継
承
を
補
完
し
て
い
た
と
い
え
る
。

ま
た
、｢
上
樣｣

呼
称
や
衣
裳
、
行
動
制
限
な
ど
に
よ
っ
て
国
王
の
権
威
・
権
力
は
段
階
的
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
中
城
王
子
就
任
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
中
城
王

子
へ
の
就
任
が
次
期
国
王
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
中
城
王
子
へ
の

就
任
と
と
も
に
、
元
服
を
経
る
こ
と
も

｢

世
子｣

に
認
定
さ
れ
る
要
件
で
あ
っ
た
。
元
服
や
中
城
王
子
へ
の
就
任
の
意
義
を
掘
り
下
げ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
冊
封
儀
礼
を
経
て

｢
中
山
王｣

と
な
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
冊
封
が
琉
球
王
権
に
付

与
し
た
も
の
は
何
か
、
王
府
役
人
や
薩
摩
藩
に
と
っ
て
冊
封
の
意
義
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
な
ど
、
王
位
継
承
に
つ
い
て
視
点
を
広
げ

て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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註

(

１)

菊
山
正
明

｢

琉
球
王
国
の
法
的
・
政
治
的
地
位

幕
藩
体
制

と
の
関
連
に
お
い
て

｣
(『

沖
縄
歴
史
研
究』

一
一
号
、
一
九
七

四
年)

、
豊
見
山
和
行

｢

従
属
的
二
重
朝
貢
国
＝
琉
球
の
対
外
関
係

と
貢
納
制｣
(『

琉
球
王
国
の
外
交
と
王
権』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

四
年
、
二
六
八
〜
二
六
九
頁
、
初
出
は
二
〇
〇
〇
年)

。

(

２)

上
原
兼
善

｢

幕
藩
制
国
家
の
成
立
と
東
ア
ジ
ア
世
界

琉
球

国
・
明
国
・
朝
鮮
国
の
動
向
を
中
心
に

｣
(『

地
方
史
研
究』

一

九
七
号
、
地
方
史
研
究
協
議
会
、
一
九
八
五
年)

、
豊
見
山
和
行

｢

冊
封
関
係
か
ら
み
た
近
世
琉
球
の
外
交
と
社
会｣

(『

琉
球
王
国
の

外
交
と
王
権』

所
収
、
初
出
は
一
九
八
八
年)

、
同

｢

近
世
初
期
の

対
薩
摩
外
交｣

(

同
上
、
初
出
は
一
九
九
六
年)

、
前
掲
註

(

１)

豊

見
山
和
行｢

従
属
的
二
重
朝
貢
国
＝
琉
球
の
対
外
関
係
と
貢
納
制｣

、

前
掲
註

(

１)

菊
山
正
明

｢

琉
球
王
国
の
法
的
・
政
治
的
地
位｣

、

同
｢

近
世
琉
球
の
王
府
制
度
に
関
す
る
一
考
察

｢

お
か
ず
書｣

・

｢

結
状｣
の
分
析
を
中
心
に

｣
(『

沖
縄
文
化
研
究』

第
一
五
号
、
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一
九
八
九
年)

、
西
里
喜
行

｢

明
清
交
替
期
の
中
琉
日
関
係
に
関
す

る
一
考
察

尚
賢
・
尚
質
・
尚
貞
の
冊
封
問
題
と
そ
の
周
辺

｣

(『

第
八
回

琉
球
・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集』

二
〇
〇
七
年)

、
同

｢

明
清
交
替
期
の
中
琉
日
関
係
再
考

琉
球

国
王
の
册
封
問
題
を
中
心
に

｣
(����������������������

�������������������1����1�
2010�)

、
同

｢

咸
豊
・
同
治
期

(

幕
末
維
新
期)

の
中
琉
日
關
係
再
考

尚
泰
册
封
問
題
と
そ
の

周
邊｣

(『

東
洋
史
研
究』
六
四
―
四
、
二
〇
〇
六
年)

、
同

｢

中
琉

関
係
史
に
お
け
る
尚
泰
の
冊
封
問
題

(

再
論)

琉
球
側
の
対
応

を
中
心
に

｣
(『

南
島
史
学』
第
七
九
・
八
〇
合
併
号
、
二
〇
一

三
年)

な
ど
。

(

３)
『

旧
記
雑
録
追
録』

巻
一
二

(『

鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録』

追

録
一
、
鹿
児
島
県
、
一
九
七
〇
年)

。

(

４)
『

中
山
世
譜』

附
巻
之
三
。

(

５)

一
六
六
七
年
に
隠
居
を
要
請
し
た
尚
質
王

(

一
六
二
九
〜
六
八

年)

に
対
し
て
、
薩
摩
側
は
、
中
城
王
子

(

尚
貞)

へ
の
譲
位
は
認

め
た
も
の
の
、
ひ
と
ま
ず
尚
貞
は
名
代
と
し
て
政
務
を
執
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。
翌
年
、
尚
質
が
死
去
し
た
こ
と
か
ら
尚
貞
が
即
位
す

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
薩
摩
側
は
国
王
の
隠
居
要
請
を
容
易
に
は
肯

ん
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

(

６)

道
光
七
年
八
月
付
、
薩
摩
藩
家
老
か
ら
摂
政
、
三
司
官
宛
て
書

状

『

旧
記
雑
録
追
録』

巻
一
六

(『

鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録』

追

録
七
、
鹿
児
島
県
、
一
九
七
六
年)

。

(

７)

十
一
月
九
日
付
、
薩
摩
藩
家
老
か
ら
摂
政
、
三
司
官
宛
て
書
状

(『

尚
育
様
御
即
位
日
記』

尚
家
文
書
一
二
号)

。
以
下
、
尚
家
文
書

は
す
べ
て
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
で
あ
る
。

(

８)
『

尚
育
様
御
元
服
日
記』

(

尚
家
文
書
一
一
号)

。

(

９)

言
上
に
つ
い
て
は
、
豊
見
山
和
行

｢

近
世
琉
球
の
政
治
構
造
に

つ
い
て

言
上
写
・
僉
議
・
規
模
帳
等
を
中
心
に

｣
(『

周
縁

の
文
化
交
渉
学
シ
リ
ー
ズ』

六
、
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究

拠
点
、
二
〇
一
二
年)

を
参
照
し
た
。
な
お
、
一
般
的
に
琉
球
で
は

士
族
層
の
子
弟
が
元
服
す
る
場
合
に
は
、
国
王
か
ら
の
許
可
を
得
て

い
た
。

(

10)
『

尚
育
様
御
元
服
日
記』

一
一
月
二
日
条
。

(

11)

先
王
妃
へ
の
祝
文
は

｢

先
王｣

の
部
分
が

｢

先
王
妃｣

と
な
る

(『

尚
育
様
御
元
服
日
記』

一
一
月
二
四
日
条)

。
な
お
、
祝
文
に
つ

い
て
は
、
豊
見
山
和
行

｢

祭
天
儀
礼
と
宗
廟
祭
祀
か
ら
み
た
琉
球
の

王
権
儀
礼｣

(

前
掲
註

(

２)

、『

琉
球
王
国
の
外
交
と
王
権』

、
二
三

六
〜
二
四
九
頁)

を
参
考
に
し
た
。

(
12)

全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。｢

維
れ
、�
光
七
年�
次
丁
亥
十

一
月
二
十
四
日
乙
丑
、
中
山
王�
、
恭
し
く
法
司
官
臣
の
毛
執
功
を

�
し
、
敢
え
て
昭
ら
か
に
先
王
各�
位
に
告
い
で
曰
く
、
擇
び
て
五



近
世
琉
球
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
て

麻
生

第
九
十
五
巻

53

四
〇
七

月
十
九
日
に
お
い
て
長
子
育
を
立
て
て
世
子
と
す
。
伏
し
て
惟
だ�

知
す
。�
し
み
て
告
す
。(

維
、
道
光
七
年�
次
丁
亥
十
一
月
二
十

四
日
乙
丑
中
山
王�
、
恭�
法
司
官
臣
毛
執
功
敢
昭
告
于
先
王
各�

位
曰
、
擇
于
五
月
十
九
日
立
長
子
育
爲
世
子
。
伏
惟�
知
。�
告
。)｣

(｢

中
城
王
子
樣
、
太
子
樣
被
爲
候
付
、
圓
覺
寺
・
天
王
寺
江
御
告
祭

之
御
次
第｣

『

尚
育
様
御
元
服
日
記』)

。
円
覚
寺
で
は
先
王
へ
、
天

王
寺
で
は
先
王
妃
へ
の
祝
文
が
捧
げ
ら
れ
た
。

(

13)
『

尚
育
様
御
元
服
日
記』
一
一
月
二
〇
日
条
。

(

14)

豊
見
山
和
行

｢

近
世
中
期
の
対
薩
摩
外
交｣

、
前
掲
註

(

１)

｢

従
属
的
二
重
朝
貢
国
＝
琉
球
の
対
外
関
係
と
貢
納
制｣

(『

琉
球
王

国
の
外
交
と
王
権』

所
収)

、
拙
稿

｢
道
光
二
十
年
代
初
期
の
国
吉

親
方
の
上
国

琉
球
・
薩
摩
の
外
交
交
渉
の
一
側
面

｣
(『

九

州
史
学』

第
一
六
〇
号
、
九
州
史
学
会
、
二
〇
一
一
年)

。
(

15)

前
掲
註

(

14)

拙
稿

｢

道
光
二
十
年
代
初
期
の
国
吉
親
方
の
上

国

琉
球
・
薩
摩
の
外
交
交
渉
の
一
側
面

｣

。

(

16)

前
掲
註

(

14)

の
拙
稿
に
も
書
い
た
が
、
上
国
の
免
除
と
琉
球

の
薩
摩
藩
へ
の
従
属
性
の
低
下
と
は
結
び
つ
か
な
い
。
上
国
免
除
交

渉
の
内
容
自
体
が
琉
球
の
従
属
性
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

後
、
名
代
の
王
子
に
よ
る
上
国
に
代
替
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

表
面
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
琉
球
の
従
属
性
を
再
構
成
す
る
と
い
う

薩
摩
側
の
目
的
は
あ
る
程
度
は
達
成
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

17)

道
光
八
年
二
月
一
九
日
付

｢

覚｣
(『

尚
育
様
御
即
位
日
記』)

。

(

18)

同
右

｢

覚｣
(『

尚
育
様
御
即
位
日
記』)

、『

僉
議』

道
光
二
八

年
条

(

尚
家
文
書
四
三
八
号
。
以
下

『

僉
議』

は
本
文
書
を
指
す)

。

(

19)
『

僉
議』

道
光
二
八
年
条
。
以
下
、
清
朝
対
策
に
関
す
る
引
用

な
ど
は
本
史
料
か
ら
で
あ
る
。

(

20)

頒
封
・
領
封
に
つ
い
て
は
、
金
城
正
篤

｢

頒
封
論
・
領
封
論

冊
封
を
め
ぐ
る
議
論

｣
(『

第
三
回
琉
球
・
中
国
交
渉
史
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集』

一
九
九
六
年)

、
前
掲
註

(

２)

西
里
喜
行

｢

明
清
交
替
期
の
中
琉
日
関
係
に
関
す
る
一
考
察

尚

賢
・
尚
質
・
尚
貞
の
冊
封
問
題
と
そ
の
周
辺

｣

を
参
考
に
し
た
。

(

21)

前
掲
註

(

２)

西
里
喜
行

｢

中
琉
関
係
史
に
お
け
る
尚
泰
の
冊

封
問
題

(

再
論)

琉
球
側
の
対
応
を
中
心
に

｣

。

(

22)

こ
の
よ
う
な
琉
球
国
の
国
家
運
営
に
関
し
、
近
年
渡
辺
美
季
氏

は

｢

狭
間｣

の
論
理
で
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る

(

渡
辺
美
季

『

近

世
琉
球
と
中
日
関
係』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年)

。
日
中
間
に

政
治
外
交
的
な
国
家
関
係
の
な
い
中
で
の
琉
球
国
の
立
ち
位
置
を
考

え
る
際
に
有
効
な
捉
え
方
で
あ
ろ
う
。

(

23)
｢

大��
光
八
年
戊
子
、
因��
王
染
病
、
世
子�
育
、
攝
位｣

(『

中
山
世
譜』

巻
一
二)

。

(
24)

｢(

道
光)

八
年
戊
子
、��
王
歸
政
、
世
子�
育�
位｣

(『

中

山
世
譜』

附
巻
之
五)

。
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(
25)

『

中
山
世
譜』

巻
一
二
。

(
26)

『

中
山
世
譜』

巻
一
二
。

(

27)
ち
な
み
に
、
国
王
就
任
時
に
薩
摩
に
提
出
し
た
文
政
一
一

(

一

八
二
八)
年
五
月
一
二
日
付
け
の
尚
育
王
起
請
文
に
は

｢

中
山
王

�
育｣

と
見
え
る
こ
と
か
ら

(『

旧
記
雑
録
追
録』

巻
一
六
、
前
掲

註

(

６)
『

鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録』

追
録
七
所
収)

、
対
日
関
係

に
お
け
る

｢

中
山
王｣
は
道
光
八
年
の
段
階
で
成
立
し
て
い
た
。
な

お
、
同
時
期
の
対
中
関
係
に
お
け
る

｢

中
山
王｣

は
尚�
で
あ
っ
た

(

例
え
ば

『

歴
代
宝
案』

二
―
一
四
七
―
一)

。

(

28)

た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の

｢

攝
位｣

し
た
と
い
う
状
況

も
明
確
に
清
朝
側
に
報
告
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

(

29)
『

球
陽』

の
書
誌
的
研
究
は
、
田
名
真
之

｢

首
里
王
府
の
史
書

編
纂
を
め
ぐ
る
諸
問
題

『

球
陽』

を
中
心
に｣

(『

沖
縄
近
世
史

の
諸
相』

ひ
る
ぎ
社
、
一
九
九
二
年)

を
参
照
に
し
た
。

(

30)
『

球
陽』

(

尚�
王
二
五
年
＝
道
光
八
年)

。

(

31)
『

球
陽』

(

尚
育
王
元
年
＝
道
光
一
五
年)

。

(

32)
『

球
陽』

(

尚
育
王
四
年
＝
道
光
一
八
年)

。

(

33)
『

世
譜』

の
成
立
過
程
や

『

附
巻』

発
刊
の
意
義
に
つ
い
て
は
、

田
名
真
之

｢

史
書
を
編
む｣

(

前
掲
註

(

29)
『

沖
縄
近
世
史
の
諸
相』

所
収)

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

34)
『

琉
球
関
係
文
書』

巻
一
〇

(

島
津
家
文
書
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
蔵)

。
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
史
料
中
に

｢

元
國
事
鞅
掌
史

料｣

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
明
治
期
以
降
の

い
わ
ゆ
る
家
中
編
纂
事
業
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
史
料
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

(

35)

道
光
八
年
三
月
四
日
付

｢

勤
言
上｣

(『

尚
育
様
御
即
位
日
記』)

。

(

36)

全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。｢

維
れ
、�
光
八
年�
次
戊
子
三

月
十
有
七
日
丙
辰
、
中
山
王
世
子
育
、
恭
し
く
法
司
官
臣
の
馬�
懋

を�
し
、
敢
え
て
昭
ら
か
に
先
王
各�
位
に
告
い
で
曰
く
、
育
、�

ん
で
擇
び
て
本
月
十
有
八
日
良
辰
に
お
い
て
、��
み
て
慈
命
を
承
け
、

勉
め
て
王
が
職
を
攝
す
。�
鑒
を
邀む
か

え
て
俯
順
し
、
育
は
衷
よ
り
、

時
ご
と
に
和
し
年
ご
と
に
豐
か
に
し
て
、
家
ご
と
に
給
し
人
ご
と
に

足
り
、
俗
は
み
な
仁
壽
に
躋の
ぼ

り
、
よ
よ
共
に
そ
の
昇�
な
る
を
享
け

ん
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
こ
と
を
冀ね
が

う
。�
み
て
告
ぐ
。(

維
、�
光

八
年�
次
戊
子
三
月
十
有
七
日
丙
辰
中
山
王
世
子
育
、
恭�
法
司
官

臣
馬�
懋
、
敢
昭
告
于
先
王
各�
位
曰
、
育�
擇
本
月
十
有
八
日
良

辰
、��
承
慈
命
勉
攝
王
職
。
冀
邀�
鑒
俯
順
育
哀
、
俾
得
時
和
年
豐
、

家
給
人
足
、
俗
咸
躋
於
仁
壽
、
世
共
享
夫
昇�
。�
告
。)｣

(｢

御�
位
之
前
日
圓
覺
寺
・
天
王
寺
御
告
祭
之
御
次
第｣

『

尚
育
様
御
即
位

日
記』)

。

(
37)

｢

御�
位
之
時
御
規
式
之
御
次
第｣

(『

尚
育
様
御
即
位
日
記』)

。

(

38)
た
だ
し
、
管
見
の
限
り
泊
士
族
の
事
例
で
は

｢

宇
姓
家
譜｣

の
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｢

五
世
政
惠｣

項
に

｢�
育
王
世
代
、�
光
十
四
年
甲
午
八
月
十
二

日
結
欹
髻｣

と
あ
る
。
こ
の
場
合
、
道
光
一
四
年
の
段
階
で
す
で
に

尚
育
王
代
と
理
解
し
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
今
回
は

『

那
覇
市

史』
(

資
料
篇
第
一
巻
七
〜
九
、
那
覇
市
、
一
九
八
〇
〜
八
三
年)

所
収
の
家
譜
資
料
の
み
を
扱
っ
た
。
全
て
の
家
譜
を
収
録
し
て
い
な

い
が
、
お
お
ま
か
な
傾
向
を
把
握
す
る
に
は
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。

(

39)

同
じ
く
本
稿
で
は『
那
覇
市
史』

所
収
の
家
譜
資
料
の
み
を
扱
っ

た
。

(

40)

今
回
は
、
宮
古
系
家
譜
は

『
平
良
市
史』

(

第
三
巻
資
料
編
一
、

前
近
代
、
平
良
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年)

、
八
重
山
系
家
譜

は

『

石
垣
市
史』

八
重
山
史
料
四

(

豊
川
家
文
書
Ⅲ
、
石
垣
市
、
二

〇
〇
四
年)

を
参
考
に
し
た
。

(

41)
｢

慶
應
二
年
二
月
廿
五
日
評
定
所
達｣
東
京
国
立
博
物
館
編

『

東
京
国
立
博
物
館
図
版
目
録

琉
球
資
料
編』

(

東
京
国
立
博
物
館
、

二
〇
〇
二
年
所
収)

、『

大
清
同
治
五
年
丙
寅

冠
船
惣
横
目
方
日
記

一』
(

尚
家
文
書
一
七
七
号)

。
な
お
、
あ
わ
せ
て
拙
稿

｢
近
世
琉

球
に
お
け
る
冠
船
と
民
衆｣

(『

日
本
歴
史』

第
七
六
二
号
、
二
〇
一

一
年)

も
参
照
さ
れ
た
い
。

(

42)

田
名
真
之
氏
は

『

家
譜』

の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て

｢

①
公
的

文
書
で
あ
る
こ
と
。
②
記
録
に
裏
付
け
と
な
る
資
料
が
あ
る
こ
と
。

③
編
集
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
こ
と｣

を
指
摘
し
て
い
る

(

田
名
真
之

｢

再
び
琉
球
家
譜
に
つ
い
て

首
里
系
家
譜
を
中
心
に

｣

前

掲
註

(

29)
『

沖
縄
近
世
史
の
諸
相』

所
収
、
一
六
六
頁)

。

(

43)

こ
こ
で
は
す
べ
て

『

尚
育
様
御
即
位
日
記』

に
拠
る
。

(

44)

隠
居
・
相
続
の
許
可
を
得
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
は
義
村

王
子
で
あ
る

(『

大
和
江
御
使
者
記』

尚
家
文
書
三
一
〇
号)

。

(

45)

道
光
八
年
三
月
二
五
日
付

｢

口
上
言
上｣

(『

尚
育
様
御
即
位
日

記』)

。

(

46)

御
礼

(

ぐ
り
ー)

と
は
公
式
な
挨
拶
の
方
法
で
立
っ
た
ま
ま
の

挨
拶
を
指
す
。

(

47)

以
上
、
育
②
の
式
次
第
は

『

尚
育
様
御
即
位
日
記』

に
よ
る
。

(

48)

詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
尚
泰
の
場
合
に
は
中
城
御
殿
へ
参
上

し
て
い
る

(『

尚
泰
様
御
即
位
日
記』

尚
家
文
書
二
〇
、
二
一
号)

。

尚
育
の
際
も
本
来
な
ら
ば
中
城
御
殿
に
赴
く
は
ず
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

が
、
前
述
の
よ
う
に
す
で
に
首
里
城
に
移
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
儀

礼
の
場
も
変
更
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(

49)
｢

與
那
原
親
方
被
持
下
候
御
口
上
書
御
披
之
御
次
第｣

(『

尚
育

様
御
即
位
日
記』)

。

(

50)

地
方
役
人
は
沖
縄
島
の
間
切
と
伊
江
・
伊
平
屋
・
慶
良
間
・
粟

国
・
渡
名
喜
と
い
っ
た
周
辺
離
島
の
役
人
が
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の

ほ
か
、
宮
古
・
八
重
山
・
硫
黄
鳥
島
の
役
人
は
儀
礼
開
催
時
期
に
沖

縄
島
に
渡
来
し
て
い
る
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
不
参
加
と
し
て
い
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る
(

道
光
八
年
三
月
一
〇
日
付

｢

覚｣
『

尚
育
様
御
即
位
日
記』)

。

(
51)
道
光
八
年
三
月
一
〇
日
付

｢

覚｣
(『

尚
育
様
御
即
位
日
記』)

。

(

52)
道
光
八
年
三
月
一
〇
日
付

｢

覚｣
(『

尚
育
様
御
即
位
日
記』)

。

(

53)

こ
れ
ら
の
規
式
内
容
に
つ
い
て
は
、
上
原
ゆ
か
り

｢

首
里
正
月

儀
礼

｢

朝
拝
御
規
式｣

調
査
概
報｣

(

首
里
城
研
究
会
編

『

首
里
城

研
究』

一
号
、
一
九
九
四
年)

に
よ
る
。
な
お
、
こ
の
諸
規
式
は
元

日
儀
礼
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
正
月
儀
礼

に
関
し
て
は
、
豊
見
山
和
行

｢
祭
天
儀
礼
と
宗
廟
儀
礼
か
ら
み
た
琉

球
の
王
権
儀
礼｣

、
同

｢

史
料
紹
介

｢

琉
球
国
王
家
年
中
行
事

正
月

式
之
内｣｣

(『

浦
添
市
立
図
書
館
紀
要』

第
二
号
、
一
九
九
〇
年)

も
参
考
に
し
た
。

(

54)
｢

御�
位
之
時
御
規
式
之
御
次
第｣
(『
尚
育
様
御
即
位
日
記』)

。

(

55)

道
光
八
年
三
月
一
〇
日
付

｢

覚｣
(『

尚
育
様
御
即
位
日
記』)

。

(

56)

例
え
ば
、
諸
儀
礼
の
準
備
を
行
う
こ
と
、
尚
泰
即
位
に
伴
う
役

人
の
位
階
授
与
の
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
ら
か
じ
め
指

示
さ
れ
て
い
る

(『

尚
泰
様
御
即
位
日
記』

二
月
五
日
条)

。

(

57)
『

尚
泰
様
御
即
位
日
記』

三
月
二
五
日
条
。

(

58)

池
宮
正
治

｢

琉
球
国
王
の
神
号
と

『

お
も
ろ
さ
う
し』｣

(『

日

本
東
洋
文
化
論
集』

一
一
、
琉
球
大
学
法
文
学
部
、
二
〇
〇
五
年)

、

豊
見
山
和
行

｢

御
後
絵
か
ら
み
た
琉
球
王
権｣

(『

新
し
い
琉
球
史
像

安
良
城
盛
昭
先
生
追
悼
論
集』

榕
樹
社
、
一
九
九
六
年)

。

(

59)

一
一
月
一
六
日
付

｢

謹
言
上｣

(『

中
城
王
子
尚
育
様
御
元
服
日

記』)

。

(

60)
｢

琉
球
國�
書
拔
粹｣

(『

石
室
秘
稿』

所
収)

。

(

61)

二
月
二
七
日
付

｢

口
上
言
上｣

(『

尚
育
様
御
即
位
日
記』)

。

(

62)

例
え
ば
、
道
光
八
年
二
月
二
八
日
付
け
の
東
風
平
親
雲
上
か
ら

里
主
・
御
物
城
へ
の
指
示
文
書
に
尚
育
を
指
す

｢

上
樣｣

と
、
尚�

を
指
す

｢

太
上
樣｣

が
登
場
す
る

(『

尚
育
様
御
即
位
日
記』)

。

(

63)
｢

年
中
各
月
日
記

(

道
光
二
十
八
年)｣

『

琉
球
王
国
評
定
所
文

書』

第
三
巻
、
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年
、
四
二
九
頁)

。

(

64)

ま
た
、｢

上
使｣

、｢

上
覧｣

の
使
用
も
あ
る
傍
ら
、｢

中
城
王
子

樣｣

の
使
用
も
見
ら
れ
る

(『

僉
議』

道
光
二
八
年
条)

。

(

65)

二
月
一
三
日
付

｢

口
上
言
上｣

(『

尚
泰
様
御
即
位
日
記』)

。

(

66)
『

尚
泰
様
御
即
位
日
記』

三
月
二
六
日
条
。

(

67)
『

尚
育
様
御
即
位
日
記』

二
月
一
九
日
条
。

(

68)
『

僉
議』

道
光
二
八
年
条
。

(

69)
『

僉
議』

道
光
二
八
年
条
。

(

70)
｢

御�
位
之
時
御
規
式
之
次
第｣

(『

尚
泰
様
御
即
位
日
記』)

。

(

71)
｢

年
中
各
月
日
記｣

(『

琉
球
王
国
評
定
所
文
書』

第
二
巻
、
浦

添
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
九
年
、
五
一
四
頁)

、｢

年
中
各
月
日
記｣

(『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書』

第
三
巻
、
四
二
九
頁)

。

(

72)
｢

年
中
各
月
日
記｣

(

前
掲
註

(

71)
『

琉
球
王
国
評
定
所
文
書』



近
世
琉
球
に
お
け
る
王
位
継
承
に
つ
い
て

麻
生

第
九
十
五
巻

57

四
一
一

第
三
巻
、
四
四
三
頁)

。

(
73)
道
光
八
年
二
月
二
七
日
付

｢

口
上
言
上｣

(『

尚
育
様
御
即
位
日

記』)
。

(

74)

全
文
は
次
の
通
り
。｢

維
れ
、�
光
二
拾
八
年�
次
戊
申
五
月

七
日
乙
丑
、
中
山
王
世
子
泰
、
恭
し
く
法
司
官
臣
の
向
良
弼
を�
し
、

敢
え
て
昭
ら
か
に
先
王
各�
位
に
告
い
で
曰
く
、
泰
、�
ん
で
擇
び

て
本
月
八
日
良
辰
に
お
い
て
先
父
王
を
繼
ぎ
て
從
權
に�
位
す
。�

鑒
を
邀む
か

え
て
俯
順
し
、
泰
は
衷
よ
り
、
時
ご
と
に
和
し
年
ご
と
に
豐

か
に
し
て
、
家
ご
と
に
給
し
人
ご
と
に
足
り
、
俗
は
み
な
仁
壽
に
躋の
ぼ

り
、
よ
よ
共
に
そ
の
昇�
な
る
を
享
け
ん
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
こ
と

を
冀ね
が

う
。�
み
て
告
ぐ
。(

維
、�
光
二
拾
八
年�
次
戊
申
五
月
七

日
乙
丑
、
中
山
王
世
子
泰
、
恭�
法
司
官
臣
向
良
弼
、
敢
昭
告
于
先

王
各�
位
曰
、
泰�
擇
本
月
八
日
良
辰
、
繼
先
父
王
從
權�
位
。
冀

邀��
俯
順
泰
衷
、
俾
得
時
和
年
豐
、
家
給
人
足
、
俗
咸
躋
於
仁
壽
、

世
共
享
夫
昇�
。�
告
。)｣
(｢

御�
位
之
前
日
圓
覺
寺
・
天
王
寺
御

告
祭
之
御
次
第｣

『

尚
泰
様
御
即
位
日
記』)

。

(

75)
｢

御�
位
之
前
日
圓
覺
寺
・
天
王
寺
御
告
祭
之
御
次
第｣

(『

尚

泰
様
御
即
位
日
記』)

。

(

76)

五
月
六
日
付

｢

覚｣
(『

尚
泰
様
御
即
位
日
記』)

。

(

77)
｢

御�
位
之
前
日
圓
覺
寺
・
天
王
寺
御
告
祭
之
御
次
第｣

(『

尚

泰
様
御
即
位
日
記』)

。

(

78)
｢

長
月
御
タ
カ
ベ｣

『

琉
球
国
由
来
記』

巻
一
。

本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
に
琉
球
大
学
で
開
催
さ
れ
た

｢

近
代
帝
王
記

録
の
叙
述

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

実
録

編
纂
と
の
比
較

｣

研
究
会
で
報
告
し
た
内
容
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
研

究
会
で
は
中
見
立
夫
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
方
か
ら
の
示
唆
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
四
年
度

科
学
研
究
費

(

特
別
研
究
員
奨
励
費)

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
講
師)


